
1３－Ｏ（３部服従）

３－Ｏ（３部服従）

称号
　チャンピオングループ：得点５７．０点以上、リザーブチャンピオン：得点５６．９～５４．０点

科目，配点［６０点満点］
　科目１　紐無脚側行進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０点）
　科目２　常歩行進中の停座及び招呼　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０点）
　科目３　常歩行進中の伏臥及び招呼　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０点）
　科目４　常歩行進中の立止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０点）
　科目５　ダンベル持来（指導手所有の１００ｇ以上）　　　　　　　　　（１０点）
　科目６　片道障害飛越（高さ：体高の約１.２倍　最高７０ｃｍ）　　　 （１０点）

実施要領
　コース図

ⓕ点で脚側停座させ、審査員の指示により常歩脚側行進で進み、ⓒ点で指導手は一旦停止と同時に犬に伏
臥、続けて待てを命じ（一旦停止せず伏臥を命じてもよい。）、常歩で振り返ることなくⓐ点まで進み犬
と対面する。審査員の指示により犬を招呼する。犬は直接脚側停座するか、対面停座をしてから審査員の
指示により脚側停座させる。

科目５　常歩行進中一旦停止の立止
　声視符　「アトヘ」、「タッテ」、「マテ」、「スワレ」
ⓐ点で脚側停座させ、審査員の指示により常歩脚側行進で進み、ⓑ点で指導手は一旦停止と同時に犬に立
止、続けて待てを命じ（一旦停止せず立止を命じてもよい。）、常歩で振り返ることなくⓕまで進み犬と
対面する。審査員の指示により指導手は常歩で犬の左側から後方を回り犬のもとへ戻り、審査員の指示に
より脚側停座させる。審査員の指示によりⓐ点に戻る。

科目６　ダンベル持来（指導手所有の１００ｇ以上）
　声視符　直接脚側停座の場合「マテ」、「モッテコイ」、「コイ」、「アトヘ」、「スワレ」、「ダセ」
　　　　　対面停座の場合　　「マテ」、「モッテコイ」、「コイ」、「スワレ」、「ダセ」、「アトヘ」、「スワレ」
指導手はダンベルを持ちⓐ点で脚側停座させる。指導手は本科目終了までその場から移動してはならな
い。審査員の指示により犬に待てを命じ、ダンベルを７ｍ以上投げる。ダンベルを投げるとき指導手は１
歩踏み出してもよいが、速やかに元の姿勢に戻さなければならない。審査員の指示により持来させる。犬
がダンベルを咥えたら犬を招呼し、直接脚側停座するか、対面停座をさせ審査員の指示によりダンベルを
受け取る。対面停座をした場合は、審査員の指示により脚側停座させる。

科目７　片道障害飛越（高さ：体高の約１.２倍　最高７０ｃｍ）
　声視符　「トベ」、「マテ」、「スワレ」
障害から任意の位置で脚側停座させ、審査員の指示により指導手は位置を変えずに犬に飛越を命じ、飛越
をしたら審査員の指示なく立止を命じる。審査員の指示により指導手は常歩で犬の右側へ行き、審査員の
指示により脚側停座させる。審査員の指示により犬に紐を付け終了する。

作業開始前に指定の場所で脚側停座させ（紐付きでもよい。）、審査員にゼッケン番号、犬名、指導手名
を申告する。

科目１　紐無脚側行進
　声視符　「アトヘ」（出発、コーナー×４、折り返し、終点）、「スワレ」

２－ＡＤ（２部選別専科）　＊　選別専科のため、服従作業はありません。

称号
　チャンピオングループ：得点９５．０点以上、リザーブチャンピオン：得点９４．９～９０．０点

［１００点満点］

審査要綱　２部選別作業及び１部選別作業を複合した内容とする。
競技内容
科目構成　　　
　１　移行臭本物品１名、移行臭誘惑物品１名とする。
　２　その他の科目構成は、１部選別作業と同じとする。
実施要領
　１　ゼロ回答選別作業は実施しない。
　２　犬が不持来をして、スタート（ゴール）ラインを四肢が越えた場合は、不正解とする。
　３　３ｍラインは設けない。
　４　犬が物品白布を咥えたら、招呼してもよい。犬が逸走したときは、招呼しなければならない。こ
　　の場合、２回までの招呼に応じない場合は、その回の作業は中止し不正解とする。
　５　再スタートは、１回戦及び２回戦も認める。
　６　１回の作業につき、再スタートは３回まで。
　７　再スタートは、１回につき、１点減点

ⓐ点で紐無し（紐は指導手の肩に掛ける。）で脚側停座させ、審査員の指示により常歩で進み、ⓒ点で右
折した地点から緩歩でⓓ点に進み左折した地点から常歩でⓔ点まで進み反転し、止まることなく速歩でⓓ
点で右折、ⓒ点で左折し、ⓐ点に戻り反転した地点で脚側停座させる。

科目２　常歩行進中の停座及び招呼
　声視符　直接脚側停座の場合「アトヘ」、「スワレ」、「コイ」、「アトヘ」、「スワレ」
　　　　　対面停座の場合　　「アトヘ」、「スワレ」、「コイ」、「スワレ」、「アトヘ」、「スワレ」
ⓐ点で脚側停座させ、審査員の指示により常歩脚側行進で進み、ⓑ点で指導手は歩度を変えずに犬に停座
を命じ、振り返ることなくⓕ点まで進み犬と対面する。審査員の指示により犬を招呼する。犬は直接脚側
停座するか、対面停座をしてから審査員の指示により脚側停座させる。

科目３　常歩行進中の伏臥及び招呼
　声視符　直接脚側停座の場合「アトヘ」、「フセ」、「コイ」、「アトヘ」、「スワレ」
対面停座の場合　　「アトヘ」、「フセ」、「コイ」、「スワレ」、「アトヘ」、「スワレ」
ⓕ点で脚側停座させ、審査員の指示により常歩脚側行進で進み、ⓒ点で指導手は歩度を変えずに犬に伏臥
を命じ、振り返ることなくⓐ点まで進み犬と対面する。審査員の指示により犬を招呼する。犬は直接脚側
停座するか、対面停座をしてから審査員の指示により脚側停座させる。

科目４　常歩行進中の立止
　声視符　「アトヘ」、「タッテ」、「スワレ」
ⓐ点で脚側停座させ、審査員の指示により常歩脚側行進で進み、ⓑ点で指導手は歩度を変えずに犬に立止
を命じ、振り返ることなくⓕ点まで進み犬と対面する。審査員の指示により指導手は常歩で犬の左側から
後方を回り犬のもとへ戻り、審査員の指示により脚側停座させる。審査員の指示によりⓐ点に戻る。

科目５　ダンベル持来（指導手所有の１００ｇ以上）
　声視符　直接脚側停座の場合「マテ」、「モッテコイ」、「コイ」、「アトヘ」、「スワレ」、「ダセ」
　　　　　対面停座の場合　　「マテ」、「モッテコイ」、「コイ」、「スワレ」、「ダセ」、「アトヘ」、「スワレ」
指導手はダンベルを持ちⓐ点で脚側停座させる。指導手は本科目終了までその場から移動してはならな
い。審査員の指示により犬に待てを命じ、ダンベルを７ｍ以上投げる。ダンベルを投げるとき指導手は１
歩踏み出してもよいが、速やかに元の姿勢に戻さなければならない。審査員の指示により持来させる。犬
がダンベルを咥えたら犬を招呼し、直接脚側停座するか、対面停座をさせ審査員の指示によりダンベルを
受け取る。対面停座をした場合は、審査員の指示により脚側停座させる。

科目６　片道障害飛越（高さ：体高の約１.２倍　最高７０ｃｍ）
　声視符　「トベ」、「マテ」、「スワレ」
障害から任意の位置で脚側停座させ、審査員の指示により指導手は位置を変えずに犬に飛越を命じ、飛越
をしたら審査員の指示なく立止を命じる。審査員の指示により指導手は常歩で犬の右側へ行き、審査員の
指示により脚側停座させる。審査員の指示により犬に紐を付け終了する。
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２－ＡＤ（２部選別専科）　＊　選別専科のため、服従作業はありません。

称号
　チャンピオングループ：得点９５．０点以上、リザーブチャンピオン：得点９４．９～９０．０点

［１００点満点］

審査要綱　２部選別作業及び１部選別作業を複合した内容とする。
競技内容
科目構成　　　
　１　移行臭本物品１名、移行臭誘惑物品１名とする。
　２　その他の科目構成は、１部選別作業と同じとする。
実施要領
　１　ゼロ回答選別作業は実施しない。
　２　犬が不持来をして、スタート（ゴール）ラインを四肢が越えた場合は、不正解とする。
　３　３ｍラインは設けない。
　４　犬が物品白布を咥えたら、招呼してもよい。犬が逸走したときは、招呼しなければならない。こ
　　の場合、２回までの招呼に応じない場合は、その回の作業は中止し不正解とする。
　５　再スタートは、１回戦及び２回戦も認める。
　６　１回の作業につき、再スタートは３回まで。
　７　再スタートは、１回につき、１点減点

ⓐ点で紐無し（紐は指導手の肩に掛ける。）で脚側停座させ、審査員の指示により常歩で進み、ⓒ点で右
折した地点から緩歩でⓓ点に進み左折した地点から常歩でⓔ点まで進み反転し、止まることなく速歩でⓓ
点で右折、ⓒ点で左折し、ⓐ点に戻り反転した地点で脚側停座させる。

科目２　常歩行進中の停座及び招呼
　声視符　直接脚側停座の場合「アトヘ」、「スワレ」、「コイ」、「アトヘ」、「スワレ」
　　　　　対面停座の場合　　「アトヘ」、「スワレ」、「コイ」、「スワレ」、「アトヘ」、「スワレ」
ⓐ点で脚側停座させ、審査員の指示により常歩脚側行進で進み、ⓑ点で指導手は歩度を変えずに犬に停座
を命じ、振り返ることなくⓕ点まで進み犬と対面する。審査員の指示により犬を招呼する。犬は直接脚側
停座するか、対面停座をしてから審査員の指示により脚側停座させる。

科目３　常歩行進中の伏臥及び招呼
　声視符　直接脚側停座の場合「アトヘ」、「フセ」、「コイ」、「アトヘ」、「スワレ」
対面停座の場合　　「アトヘ」、「フセ」、「コイ」、「スワレ」、「アトヘ」、「スワレ」
ⓕ点で脚側停座させ、審査員の指示により常歩脚側行進で進み、ⓒ点で指導手は歩度を変えずに犬に伏臥
を命じ、振り返ることなくⓐ点まで進み犬と対面する。審査員の指示により犬を招呼する。犬は直接脚側
停座するか、対面停座をしてから審査員の指示により脚側停座させる。

科目４　常歩行進中の立止
　声視符　「アトヘ」、「タッテ」、「スワレ」
ⓐ点で脚側停座させ、審査員の指示により常歩脚側行進で進み、ⓑ点で指導手は歩度を変えずに犬に立止
を命じ、振り返ることなくⓕ点まで進み犬と対面する。審査員の指示により指導手は常歩で犬の左側から
後方を回り犬のもとへ戻り、審査員の指示により脚側停座させる。審査員の指示によりⓐ点に戻る。

科目５　ダンベル持来（指導手所有の１００ｇ以上）
　声視符　直接脚側停座の場合「マテ」、「モッテコイ」、「コイ」、「アトヘ」、「スワレ」、「ダセ」
　　　　　対面停座の場合　　「マテ」、「モッテコイ」、「コイ」、「スワレ」、「ダセ」、「アトヘ」、「スワレ」
指導手はダンベルを持ちⓐ点で脚側停座させる。指導手は本科目終了までその場から移動してはならな
い。審査員の指示により犬に待てを命じ、ダンベルを７ｍ以上投げる。ダンベルを投げるとき指導手は１
歩踏み出してもよいが、速やかに元の姿勢に戻さなければならない。審査員の指示により持来させる。犬
がダンベルを咥えたら犬を招呼し、直接脚側停座するか、対面停座をさせ審査員の指示によりダンベルを
受け取る。対面停座をした場合は、審査員の指示により脚側停座させる。

科目６　片道障害飛越（高さ：体高の約１.２倍　最高７０ｃｍ）
　声視符　「トベ」、「マテ」、「スワレ」
障害から任意の位置で脚側停座させ、審査員の指示により指導手は位置を変えずに犬に飛越を命じ、飛越
をしたら審査員の指示なく立止を命じる。審査員の指示により指導手は常歩で犬の右側へ行き、審査員の
指示により脚側停座させる。審査員の指示により犬に紐を付け終了する。


